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   本稿は、慶応三年十二月二十五日に起きた、江戸薩摩藩邸焼き討ち事件を、史料に基づいて解明するものである。
今日まで、この「事件」を、当該期の史料によって論じた学術論文は無く、多くは幕末維新史の通史的叙述のなかで、戊辰戦争の切っ掛けとなった「事件」として触れられているのみである。ではその際、いかなる史料が活用されてきたか、それは、 「事件」から二十年以上後に、回顧的に語
られた「史料」がほとんどである。戊辰戦争研究における

















































 『復古記』 が採録した記事の典拠史料は、 ①「淀藩加藤某筆記」 、 ② 「黒
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『復古記』不採録の諸記録から探る江戸情勢 (二) 




本〔以下、原写本〕は、現在東京大学史料編纂所〔以下 史料編纂所〕に所蔵され、②⑥は国立公文書館内閣文庫〔以下、内閣文庫〕に所蔵されている。①は名称の類似した⑩「淀藩加藤某秘書」が史料編纂所 、⑪ 「淀藩加藤某御用留」 が史料編纂所 とに所蔵されているが①と同一名称の史料はまだ見いだ ない。また、④ 同一名称の記録も見いだすことができない。史料編纂所に所蔵されている「酒井忠次家譜」は、酒井忠宝家 家譜でもある で、あるいは「酒井忠次家譜が『復古記』の言う④「酒井忠宝家譜」のことか、とも思ったが、忠次家譜」には「事件」の記録は何も く やはり両家譜は別物で、④「酒井忠宝家譜」 依然 して不明 まま ある。
 
 
さて、 『復古記』 が典拠史料とした上記①～⑨の史料中、 未発見の① 「淀




































跡見学園女子大学文学部紀要 第 49 号 2014 






























































































加入相成、遂探索候」 、つまり、会津藩の何者かが、薩邸内の浪人に紛れ間者として潜入し、探索してい 、とも記している。そ 上で、会津間者は、 「市中ヨリ奪取候金子凡二十万両程、蒸気船ヘ積入 明後二十六日ニハ出帆之見込」 だ、 「此図ヲ不討シテハ最早時節無之、 速ニ御糾問之上、御所置可有之」と迫った、それにより庄内藩家老松平権十郎が西丸 出頭、権十郎も又、閣老に訴えた というのである。彼らの訴えに対し、
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跡見学園女子大学文学部紀要 第 49 号 2014 







関しては、 『復古記』にこそ他に見られないものの、 『徳川慶喜公伝』史料編三に採録されている後年の慶喜の談話や 町奉行朝比奈閑水の手記に綴られている《幕閣内強硬派と穏便派との対立のなか 強硬派が松平権十郎をたきつけた結果襲撃が決定された》 、 という回顧談を想起させる〔註（１）参照〕 。 だ 慶喜の談話や朝比奈 手記には、自己の立場を穏便派として位置づけ 正当化する臭 が芬々としており、特に朝比奈手記には「薩邸砲撃ハ一ノ申込モナク、只カタツパシヨリドン々々撃立タレバ」等と、明らか 当時の双方の記録と相違する記事が多々あり、幕閣内の強硬派 穏便派の対立といった図式も後付けの感が強く、こうした図式的な回顧談よりは、この「黒川秀波筆 」の（ 「藩士一同切腹」云々の下りはややオーバーな表現だとしても） 、 幕閣 および庄内藩松平権十郎と 遣り取りという方が、現実に近いと思われる（次回に紹介するが、 『復古記』が採録していない「黒川秀波筆記」の別 箇所でも、 家老松平権十郎が幕閣に食 下がっている 。
 
 「黒川秀波筆記」の記事でもう一つ注目されるのは、 「二十四日ヨリ押




























上山〕の届けを採って るが、こ 届け中 、 「私儀も為指揮出馬仕、修理太夫屋敷南裏手松平阿波守下屋敷内へ繰込」とあり、上山藩兵が藩主乗馬指揮の下で、薩邸南西角裏手に続く松平阿波守〔蜂須賀茂韶
もちあき
、阿波































































































































































































酒井左衛門尉〔庄内藩〕 ・松平大和守 〔前橋藩〕 ・間部下総守 〔鯖江藩〕 ・



















































続いて 『復古記』 が採った④ 「酒井忠宝家譜」 〔 〕 の記事にも 「数」
が記されている。この「数 は庄 士岡田五十馬による届けと一致しているはずであるが、 どうであろうか。 「降人ニ出ル者四十二人」 とありこれは同じ。 「討取処ノ首二級」 あるのは、 岡田報告に記されていた 「打取薩邸十六人」の内、二名の首級を挙げた と 意であろう 。また、
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コノ薩邸事件略記ハ落合直亮氏ガ後年手記セラレテ家ニ遺セルモノナレリ」との頭註が記されているが、八王子市郷土資料館蔵本には、薩邸事件に直接関わる記事が大略終わった箇所に「以上、磯崎伍太郎ニ命ジ筆記セシム」とあり、さらに両底本とも、 「今［日］二十余年の昔日ヲ回顧スル 夢の如シ」とある後 「薩邸事件の如き其顛末を詳に知る なし、 然シ
之 [そ
]の主領 ［た









































































典恩典一』中の六年四月三日記事によると、 「本院十四等出仕黒川秀波文政ヨリ文久ニ至ル迄ノ雑記五百冊献納致候ニ付」 して 金五千匹」が下賜されており、更に同文庫所蔵『公文録府県之部明治十年自六月至九月全』を見ると、 「東京府下寄留長崎県士族黒川秀波」が「献本」を申し出、修史館 この「献本」が「凡金十五円位」にあたる、との届けを 五 三十日付けで提出している。 「筆記」は文久年間以後のものであるから、六年四月に献納した「雑記」は「筆記」とは別の記録類であるが、十年五月の「献本」が「筆記」 である可能性 ある。 それ ともかく、 「黒川秀波」 という姓名の人物が、これほどの記録類を修史館に収めている以上、この長崎県士族黒川秀波が「筆記」 の筆録者黒川秀波と同一人物であることは、 ほぼ間違い 。 ただ 、どこの藩士であったのかは捜索中であるが、今のと ろ手がかり ない。
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10）中根賢氏は、浪士隊の一つ甲州隊 潜入して た幕府側間諜として、 『里
 
 



































































































































































跡見学園女子大学文学部紀要 第 49 号 2014 
来ない。 事件への言及は、 多くが幕末維新期の政治情勢を通史的に述べるなかで、戊辰戦争勃発の引き金となった事件として、註（１）で述べたような、後年の回顧録的「史料」を基に簡単に触れられて
いるか、或いは、薩摩藩の京都役所が江









本稿は、 「戊辰戦争期の江戸」 わ 、膨大な量の原・写本史料を蒐集する作
業過程で、 「事件」に関する研究がこう た状況にある 気付き、蒐集した史料の内の「事件」関連史料を分析する前に、まずは 本的史料集でありながら、「事件」解明には活用されていない『復古記』採録史料によって判明することは何か、だけを取り敢えず提示したものである。
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